
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・休校明けの最初の授業で提出です 
   ・教科書を見ながら解答して下さい 
   ・評価の対象になります 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      科   年   組   番 氏名            
 

現代社会課題 



 

 

１ 民主政治の成立 

▶教科書 p.66～67 

●私たちと政治 

・（       ）…対立を調整しながら，集団の目的を実現していく営み。対立が同意により調

整できないとき，共通の利益実現のために用いる強制力は（       ） 

●政治と国家 

・（       ）…政治がおこなわれる最も重要な場。国家は，一定の領域をもち，その国民な

どを，（       ）という最も強大な政治権力で統制 

・（       ）の活動： 一定のルール（＝       ）を定める 

他国との関係の処理（外交） 

社会秩序の維持（警察力） 

諸活動に必要な経費（＝       ）の徴収，など 

●民主政治の誕生 

・国王（君主）の権力が絶対的な最高権力とされたのが（       ）。この時期の，国王の権

力が神から与えられたものだとする主張…（       ） 

・（       ）…市民階級（＝       ）が絶対王政を倒し，権力をにぎった革命 

・近代民主政治の基本原理…（       ）を経て確立 

1 （       ）…政治が基本的人権を保障するためにおこなわれる 

2 （       ）…国の政治を最終的に決定する権力（＝       ）が国民にある 

3 （       ）…立法・行政・司法の三権を分立させ，相互の抑制と均衡により権力の濫用

を防止する 

ＷＯＲＫ 

教科書p.66～67下段の表「民主政治のあゆみ」を参考に，下の年表の空欄に適する語を語群より選び，

年表を完成させなさい。 

年 号 事 項 国 名  語 群 

1215 マグナ-カルタ （イギリス）  ゲティスバーグ演説 

1628 （ ） （イギリス）  チャーティスト運動 

1689 （ ） （イギリス）  日本国憲法公布 

1776 （ ） （アメリカ）  権利請願 

1789 （ ） （フランス）  アメリカ独立宣言 

1838～58 （ ） （イギリス）  ローズベルト「4つの自由」 

1863 （ ） （アメリカ）  権利章典 

1889 大日本帝国憲法 （日本）  ワイマール憲法 

1919 （ ） （ドイツ）  フランス人権宣言 

1941 （ ） （アメリカ）   

1946 （ ） （日本）   

正誤問題 

次の文が正しい場合には○，誤っている場合は×を（ ）に記入しなさい。 

１．絶対王政の時期に，国王の権力は神から与えられたもので，これに逆らうことは許されないと主張

した説を王権神授説という。（  ） 



 

 

２ 民主政治の基本原理 

▶教科書  p.68～69 

●基本的人権の確立 

・市民革命を理論的に支えた…（       ） 

イギリスの思想家（       ）の考え…人は生まれながらに生命・自由・財産などの諸権利

（＝       ）をもつ。この権利を確実に保障するため人々は契約（＝       ）

を結び，国家をつくり政府を組織。政府が社会契約に反するとき，政府を変更する権利＝

（       ）・革命権をもつ。このような諸権利を（       ）と呼ぶ。 

●自由権から社会権へ 

・市民革命の時期…（       ＝国家からの自由を求める権利）が中心。→やがて資本主義発

達，貧困や失業などの問題が深刻化→（       ＝国家の積極的な活動を求める権利）が成

立。（       ）は（       ）がはじめて規定。→（       ）国家から

（       ）国家へ，と国家観が転換。 

●法の支配と立憲主義 

・（       ）…国王といえども法に従うべきという中世以来の原理。13世紀イギリスの

（       ）に原型。 

 権力者の思うままの政治（＝人の支配）を排する。これに対し（        ）は，ドイツで

発展した，国家権力の行使は法律にもとづかなければならないという形式的な考え方 

・17世紀，イギリスの裁判官（       ）は（       ）の「国王といえども，神と

（       ）にあるべきである」という言葉を引用し法の支配の原理を確認。 

・市民革命を経て近代民主政治の基本原理を（       ）に明記。 

（       ）…（       ）に従って政治をおこなうべきとの考え方。 

 

ＷＯＲＫ 

社会契約説を比較する下の表の（  ）に適切な語を入れ完成させなさい。 

思
想
家 

（        ） 

1588～1679 英 

主著『（      ）』 

ロック（1632～1704）英 

主著『統治二論』 

（       ） 

1712～1778 仏 

主著『社会契約論』 

考
え
方 

・自然権の無制限な行使→社

会は混乱（      ）

に。→自然権を放棄し国王

に譲渡する契約へ 

・（       ）を擁護 

・政府がなくても平和共存。

より確実な自然権保障の

ため契約締結。権利を一時

的に政府に信託 

・（       ）（議会

制民主主義）を基礎づける 

・契約によりうまれる主権

は，人民の（     ）

をあらわすもので譲渡も

代表もできない 

・（     ）に基づく

（     ）を主張 

 

正誤問題 

次の文が正しい場合には○，誤っている場合は×を（ ）に記入しなさい。 

１．ロックによれば，人は生まれながらにして生命・自由・財産などの自然権をもつが，この権利を無

制限に行使すれば「万人の万人に対する闘争」におちいるので国王と契約を結ぶことになる。（  ） 



 

 

３ 民主政治のしくみと課題 

▶教科書  p.72～73 

●国民主権 

・人民の同意に基づき政府が成立するという社会契約説の考え方…（     ）の原理につながる 

・（       ＝民主主義）…基本的人権の尊重と国民主権という２つの原理に基づく政治 

・「人民の，人民による，人民のための政治」…アメリカ第16代大統領（       ）がゲティ

スバーグ演説で述べた，民主政治の特質をあらわす言葉 

・民主政治の実現のため…国民の（       ）の保障が必要 

はじめは一定以上の財産をもつ男性のみという制限選挙だったため，参政権獲得運動が起こった…

例えばイギリスの（       ） 

●議会制民主主義 

・（       ）…古代ギリシアの都市国家のように，市民が直接投票し決定をおこなうしくみ 

・（       ＝間接民主制）…国民の代表を選んで議会を組織し，議会が意思決定をおこなう

（国民が間接的に主権を行使） 

●多数者の支配と少数者の権利 

・（       ）…民主政治の運営において，多数者の意見を全体の意思として扱う原理のこと 

・しかし，多数者の意見が常に正しいとはかぎらない→（       ）が必要 

・19世紀イギリスの思想家（       ）…「世論の専制」を問題視 

●権力分立 

・（       ）（フランスの思想家）…近代憲法の基本原理の一つである（       ）

の意義を明らかに 

・（       ）の主張…立法・執行（行政）・司法の三権を分立させ，権力相互の（       ）

により，専制的支配を排除→市民の自由と人権を擁護する 

 

ＷＯＲＫ 

教科書p.72の下段にあるファシズムの項を参考に，下の文の（  ）に適する語を記しなさい。 

議会制民主主義を否定し，大衆の支持にもとづく独裁政治をおこなった政治体制として

（       ）がある。1920～30年代にかけて，イタリアでは（       ）のファシスト政

権，ドイツではヒトラーの（       ）政権が成立した。ファシズム政権は，狂信的な

（       ）をかかげ，対内的には（       ）により人権を弾圧し，対外的には

（       ）を取る，などという特徴があった。ナチスによるユダヤ人の大量虐殺

（＝       ）はファシズムの恐ろしさを典型的に示すものであるが，ナチスが（       ）

を通じて政権を獲得した事実を忘れてはならない。 

 

正誤問題 

次の文が正しい場合には○，誤っている場合は×を（ ）に記入しなさい。 

１．「人民の，人民による，人民のための政治」とは，アメリカ第16代大統領リンカーンの言葉である。

（  ） 

２．権力の濫用を防ぐため，三権を分立させ，相互の抑制と均衡を図るべきだと主張したのはホッブズ

である。（  ） 


